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合成燃料について

⚫ 合成燃料とは、CO2と水素を合成して製造される人工的な原油である。

⚫ メリットとしては、①既存の燃料インフラ（タンクローリー・ガソリンスタンド・内燃機関等）が活用できること、
②化石燃料と同等の高いエネルギー密度を有することがある。

⚫ 他方、課題は、製造コスト。水素価格に大きく依存するが、現時点の試算では約300円～700円／ℓと高額。

＜メリット＞ ＜課題＞

海外ですべて製造し
輸入する場合

製造コスト

：約300円/ℓ

水素を輸入し、
国内で製造する場合

製造コスト

：約350円/ℓ

原料調達から製造まで
すべて国内で行う場合

製造コスト

：約700円/ℓ

⇒ 高効率化（低コスト化）が必須

エネルギー密度の比較
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⇒ 化石燃料と同等の、高いエネルギー密度を有する

販売流通

人工的
な原油

合成燃料の領域

既存のインフラが活用できる

既存ローリー、
既存船を使用

既存ガソリンスタンド等において
既存の内燃機関に供給可能
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合成燃料の早期実用化・商用化に向けた取組

＜合成燃料の推進目標＞

⚫ GI基金などにより、大規模かつ高効率な製造プロセスの開発を支援。2030年までの大規模製
造プロセスの実証を目指している。

合成燃料（e-fuel） 2022年 2023年 2024年 2025年 ～2030年 ～2040年 ～2050年

革新的製造技術の開発

導入拡大
コスト低減

自立商用化

ガソリン価格以下の
コスト実現

既存製造技術の高効率化開発 大規模製造プロセスの実証

ベンチプラントによる運転検証

パイロット
プラント
による
運転検証

2028年：300BPD（1.7万kl/年）製造

GI基金事業
予算額：約576億円
受託先：ENEOS

NEDO事業

2025年：1BPD製造

（出典：グリーン成長戦略より一部加工）

FT合成
合成ガスから

液体燃料を製造

逆シフト反応
（合成ガス製造）

＜GI基金プロジェクトにおける研究開発内容＞

CO2

H2

CO
H2CO2 ⇒ CO 灯油・ジェット燃料

C5H12~C16H34

ガソリン
C4H10~C12H26

軽油
C10H22~C26H54

重油
C20H42~



合成燃料（e-fuel）官民協議会の設立について

⚫ 合成燃料の商用化に向けては、技術面・価格面の課題に加え、認知度向上のための国内外への発信や、
サプライチェーンの構築、CO2削減効果を評価する仕組みの整備等の課題に対応するため、官民が一体と
なって取り組んでいくことが重要である。

⚫ これらの議論を加速させるため、「合成燃料（e-fuel）の導入促進に向けた官民協議会」を設立する。また、
それぞれの課題について専門的な議論を行う場として同協議会の下に、「商用化推進WG」、「環境整備
WG」を設置。

⚫ 検討結果については、総合資源エネルギー調査会等にも共有し、必要な政策の検討へとつなげていく。

⚫ 合成燃料の導入促進に向けた総合的な検討
⚫ 各WGにおける検討のとりまとめ
⚫ 政府関係機関等への報告・提言

⚫ モビリティ分野（自動車・航空機・船舶）を中心とした合成燃料の商用
化に向けたロードマップの策定、サプライチェーン構築の検討・実証

⚫ モビリティ分野以外における合成燃料の導入可能性の検討
⚫ 合成燃料の導入促進に向けた広報活動 等

⚫ CO2削減効果を評価する仕組みの整備
⚫ 合成燃料の導入促進につながる枠組み（GXリーグ等）の活用
⚫ 国際的な認知度向上 等

商用化推進WG

環境整備WG

合成燃料官民協議会

【供給】
・製造 （石油連盟）

・流通 （全国石油商業組合連合会）

【需要】

・自動車（日本自動車工業会）

・航空機（定期航空協会）

・船舶（日本内航海運組合総連合会（内航船）、

日本船主協会（外航船））等

【研究機関、有識者、政府】

・経済産業省（事務局）、国土交通省
・NEDO、産業技術総合研究所 等

構成員
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（参考）海外における合成燃料（e-fuel）技術開発プロジェクト

⚫ 世界各地で合成燃料（e-fuel）関連の技術開発や実証プロジェクトが推進されている。

⚫ 安価な水素調達が見込まれる地域を実証フィールドに選定ているプロジェクトが存在する。

⚫ “Haru Oni”は原住民の言葉で「強風」を意味する。
⚫ 風力発電由来の再エネ水素とDACによるCO2から生産されたメ

タノールをMTG（Methanol to Gasoline）プロセスによりガソ
リンに転換。

⚫ 2021年9月にパイロットプラント（年間130kℓ）の建設が開
始され、2026年までに年間55万kℓに段階的に生産能力を
拡大する計画。

⚫ ドイツ政府から800万€の支援を獲得。
⚫ チリの国営エネルギー会社AMEを中心に、ポルシェ、シーメンス、

エクソンモービルがPJパートナーとして名を連ねている。

（出典）Siemens Energy社、Haru Oni

Haru Oni プロジェクト（チリ）

・・・

エネオス（日本）レプソル（スペイン）

⚫ 2024年、年間
2670kℓ規模の
稼働を計画
※1t=1.16kℓ換算

⚫ 2022年、GI基金に採択
⚫ 2028年までに年間1.7万

kℓの製造を目指す

Norsk e-Fuel
（ﾉﾙｳｪー /ｺﾝｿー ｼｱﾑ）

⚫ 2023年までに年間1万
kℓ、2026年までに年
間10万kℓの生産能
力のプラントを稼働する
計画

トタルエナジーズ
（フランス）
⚫ 2021年、

独の製油所
において実
証事業中

Infinium
（米・カナダ）

⚫ ソリューションの商用化
や市場展開に関する
検討を実施中

⚫ 米国三菱重工も出資

HIF USA（米）

⚫ Haru Oniプロジェクトの主体
HIF Globalから技術を展開

⚫ 2023年から設備を建設し、
2026年に年間75.7万kℓ
の生産を予定

Westküste100
（独/ｺﾝｿー ｼｱﾑ）

Nordic 
Electrofuel
(ノルウェー) 

⚫ 洋上風力発電、水素製造、合成
燃料製造を行う実証事業。プロジェ
クト総額は 8,900 万ユーロに上る

⚫ 2025年に1万
kℓのプラントが
稼働予定。


